2015年度総会及びIIR創立60周年記念シンポジウム
スケジュール
2015年度総会：
日時：2015年6月20日(土) 　14：00～14:20

場所：慶應義塾大学　三田西校舎２階　519号教室
IIR　創立60周年記念シンポジウム・プログラム　　（14：20～18:15）
1 　開会のご挨拶　西室泰三氏（慶應義塾評議員会議長、IIR4期）、
2 　IIR　学生による報告「50周年から60周年への歩み」「今年の活動予定」
3 　國領二郎常任理事による慶應義塾のグローバル化の現況についての講演、

4  IIR　OBOGによるパネルデイスカッション「塾のグローバル化とIIRの役割」
（15：45～16:30）
國領二郎常任理事による慶應義塾のグローバル化の現況についての講演、

講演者；

國領二郎　君　総合政策学部教授　スーパーグローバル大学創成支援事業構想責任者
慶應義塾常任理事（国際担当・湘南藤沢キャンパス担当）
慶應義塾ニューヨーク学院理事長
（16：35～18:10）
IIR　OBOGによるパネルデイスカッション「塾のグローバル化とIIRの役割」
パネリスト（敬称略）
田中　俊郎　（慶應義塾大学法学部名誉教授、IIR前顧問）

ウェイン　リトン　（UBC元IIR年間交換留学生5期生、バンクーバー在住）
マーティ　キーナート　（スタンフォード大元IIR留学生、東北大学総長顧問　他、特選塾員授与）

原　丈人（IIR　OB22期、デフタ・パートナーズグループ会長、アライアンス・フォーラム財団代表理事。内閣府参与、経済財政諮問会議専門調査会会長代理）

司会（モデレーター）　安倍　宏行　（IIR23期、IIR　OBOG会副会長、Japan In-depth編集長、元フジテレビ解説委員）
会員懇親会：　上記記念催事に続いて　18:30～20:30
会場：三田キャンパス・北館　ファカルティクラブ
国際関係会　ＯＢＧ会　平成２７年度　総会　議案
２０１５年６月２０日

於：慶応義塾大学三田キャンパス西校舎

519教室

　
会員数　　1329名　（正会員　７54名、準（一般）会員　575名　（平成27年6月18日現在）
定足数　７６　有効（出席者）数　２７９（会員114、委任状提出正会員165）

会長挨拶　（創立60周年記念催事開催にあたり）
【議案　１】平成２６年度活動報告・会計報告・監査報告　（岩田幹事長より報告、加藤監査役報告）
【議案　２】平成２７年度事業企画案及び予算案

　　
【現役報告】ＩＩＲ現役活動報告・活動計画
（IIR　創立60周年記念シンポジウムの中で発表）
会長挨拶
　　　　国際関係会（IIR）は、ここに60周年を迎えることが出来ました。　この会は、60年前、
スタンフォード大学からの交換留学システム創生への呼びかけに答え、清岡瑛一教授のご指導の下、先輩たちの努力によって始まりました。その後60年に亘り、実に多くの先輩特にIIR会員の皆様に支えられ、学生による「留学」や国際的活動を続け又発展させて参りました。IIRの重要性は、日本の国際化の重要さと関連していると思いますし、その一つの表れとして、部員が190名ほどとなり、こういった期待に沿える存在であることもその役割の一つであると考えられます。学生たちの意欲は大いに高まり、22国からの学生たちがIIRの活動に参加しています。　又、プログラムの内容にも時代に即した変化が見られ、日本を紹介する観光はもとより、世界の問題や学問的興味ある課題を取り上げた考え方や活動が実施されています。こういった学生による活動は、スーパーグローバル大学としての慶応義塾の国際化にも貢献が出来ると思いますし、総会に続くパネルでは、70周年に向けてのヴィジョンの創成などにつき討論をして頂き、「これから」のIIRの方向性や発展への基盤となる提案やお考えを期待しております。この機会には、パネルのメンバーのみならず、会場の皆様そして現役学生からのご意見も出来るだけ伺いたく思っております。
IIR OB・OG会といたしましては、IIR現役学生へのサポートの在り方を常に検証し、若い意欲への応援を出来る限り実行していく所存でございます。
ここに新たに皆様からの今後の応援を切にお願いする次第でございます。
IIR OB・OG会　会長　伊勢　桃代　
【議案　１】　平成２６年度活動報告
1 平成２６年度総会開催致しました。（平成26年６月21日（土））
議案　平成２５年度活動報告、２６年度活動方針及び予算案　等　
2 講演会開催（総会後に開催）致しました。
　　　　　 ・講師：　橘・フクシマ・咲江　氏　　G&S Global Advisors Inc. 代表取締役社長。　　
　　　　　　　　　テーマ：『今求められるグローバル人財とは？』
　　　　　　懇親会は三田キャンパス内懐かしい「山食」を借り切って開催し64名の会員が参加し懇談致しました。

3 役員会開催　原則隔月（第３土曜日）定例及び臨時として合計１１回開催致しました。
4 現役プログラムへの支援・応援活動を致しました。　
a. ＳＫＩＰ（Stanford Keio International Program）への応援 
スタンフォード大との交流再開・継続を期待して、現役学生活動ＳＫＩＰでの来日留学生向けプレゼンテーション及び歓迎会をKSP(Keio Stanford Program)　OBOG会と共催で開催。　今後とも協力していきます。
b. Keio x UBC　LINK Program への応援
カナダUBCとの交流再開・継続を期待して、現役学生活動LINKSでの来日留学生向けプレゼンテーション及び歓迎会を支援。
5 ＩＩＲ現役新役員との懇親会開催致しました。（平成２7年１月１0日）　

定例役員会を三田の萬來舎で行った後、田町ワインサカバ「HANA」にてＯＢＯＧ９名、現役学生新役員２６名が参加しレストランを借り切って約2時間、お互いの自己紹介、ＩＩＲの思い出、活動の抱負などを話し合い、楽しい雰囲気の懇親会でした。

毎年行いますので、皆さまの参加をお待ちしております。
6 特選塾員推薦については、平成２６年度の推薦者は下記1名。
マーティ　キーナート　（スタンフォード大元留学生、東北大学総長顧問　他、）
平成27年度も推薦を行いたく候補者の選定を行っております。
7 ホームページ拡充（講演報告などを追加掲載）　（http://www.iir.jp　でご覧下さい）
8 ６０周年記念催事の為の準備を行いました。
　　　　　　祝賀会は2015年6月20日（土）とし準備してきました。５０周年に実行できなかったことを包括し、その後の新たな活動を振返り且つこれからの活動を意図としてきました。
【議案　1】 平成２６年度収支決算・会計報告・監査報告　
　　　　　　　　別紙配布
【議案 2】 平成２７年度事業企画案・予算案
　　　別紙配布の「予算案」ご参照下さい。
（平成２６年度会計報告の裏面になります）
　　　　　活動予定
IT関係の充実　（実務担当者の選任、Ｎｅｔ関係を充実し名簿整理、ＨＰの充実）　
組織強化については、役員の増員・会組織強化は急務です。　　ＯＢＯＧ全員へ再コンタクトし各学年期に複数のリーダー的な人材を発掘し、活動を依頼する。

事業活動
①現役学生プログラムへの応援・支援活動
・今年度はスタンフォード・UBC（ＬＩＮＫ）との再交流を促進
・アジアのリーダーシップとの交流促進を目標とするPAL
・FUNプロジェクト　への支援
・IW（International Week）での企業訪問のサポート
2 講演会　（OBOGによる経験談、元留学の経験談など）及び懇親会
3 特選塾員推薦
4 勉強会　（トーキングプログラム・ＩＩＲサロン政治経済研究会など）
5 就職活動セミナー　（「ＯＢＯＧと語る会」として開催）
6 現役新役員との顔合わせと懇親会（2016年１月に予定）
　毎年行いますので、皆さまの参加をお待ちしております。
会員の皆様へのお願い
・ＯＢ・ＯＧ会の連絡・組織について

６０周年記念式典に向けて名簿整理などを進めて参りました。　しかし不十分な状況です。
つきましては同期・交換留学生との集い等をされている状況の中で、参加者の皆様の連絡先情報を役員会にお知らせ下さい。
・ＩＩＲ現在の立場、塾・社会との関係、目指すべき方向についてのご意見をお寄せ下さい。
上記に記載致しました総ての事項に於いて新たに役員に加わって頂ける方、各部会・委員会にお力添え頂ける方を随時募集しております。
以上
次回の定例役員会は７月18日（土）16：００～１8：００ＰＭ　
三田・萬來舎にて予定しております。

（任意ご参加戴きたくお願い申し上げます）

　　

２０１6年度総会は、2016年6月18日（第３土曜日）を予定しております。

各会員の皆様のメールアドレス登録をご確認戴きたくお願い申し上げます。
総会の通知は登録のアドレスへ一斉配信しております。　受信がない方は未登録とご理解下さい。新アドレスのご連絡はＯＢ・ＯＧ会のホームページでお知らせ下さい。　又は

h-k-iwata@nifty.com 岩田へお願い致します。
60周年記念シンポジウム　講演者　パネリスト　プロフィール；　（敬称略）
講演者 （敬称略）
國領 二郎（こくりょう じろう、1959年― ）

日本の経営学者。　2013年（ 平成25年）より慶應義塾常任理事。専門は経営情報システム。
Best Paper Award（2013年4月）他　受賞歴多数。　現在情報社会学会理事・副会長　
1982年東京大学経済学部経営学科卒業、日本電信電話公社入社、1992年 ハーバード大学経営学博士号取得、1993年慶應義塾大学大学院経営管理研究科助教授、2003年慶應義塾大学環境情報学部教授、2009年慶應義塾大学総合政策学部長を歴任し現職。
著書多数；　『ソーシャルな資本主義』（日本経済新聞出版社, 2013）. 『オープン・ネットワーク経営』他　
パネリスト　；　（敬称略）
田中　俊郎（たなか　としろう、1946年 - ）

国際政治学者。専門は、ヨーロッパ連合（EU）の政治、イギリス外交史。外交についての時事評論も行なっている。　都立新宿高校を経て慶應義塾大学法学部卒業。現在、名誉教授。
日本国際フォーラム政策委員。著書多数；『EUの政治』（岩波書店、1998年）ほか、

IIR前顧問として５０周年記念以降の現役学生活動の指導を戴いた。
ウェイン　リトン（UBC元留学生5期生、バンクーバー在住）Mr. Seymour Wayne Lytton 1941- )

カナダ製品の輸入販売を手がける、日本法人チーナ・ジャパン（日本橋浜町）代表
メイプルシロップや各種カナダ産ワイン、サーモンや数の子などの珍味 etc.　カナディアンフードを専門に、幅広い商品群で、日加の架け橋としてビジネス展開する。  バンクーバー島・ナナイモ出身。 2014年バンクーバー企友会「日系ビジネスアワード大賞」を授与。

マーティ　キーナート　（スタンフォード大元留学生、特選塾員授与）

Mr. Martin Paul Kuehnert　(1946-   宮城県仙台市在)

現職；仙台大学　副学長／教授、東北大学　総長顧問、東北楽天ゴールデンイーグルス　シニアアドバイザー　他。1965年初来日した以降日米のベースボール交流に関与、
活動の本拠を日本に置き、知日家として親日家としてスポーツビジネス、学術の分野でも大いに活躍している。 著作「ニッポン野球一刀両断」「文武両道、日本になし」（早川書房）他
原　丈人 （はら じょうじ、George Hara、1952年 - ）

実業家、考古学者、ベンチャーキャピタリスト。内閣府参与、経済財政諮問会議専門調査会会長代理。
著書多数；「新しい資本主義」（PHP新書）、「21世紀の国富論」（平凡社） 同書で PUC の概念を提起した。　『公益資本主義』提唱者は原丈人氏。
司会（モデレーター）　（敬称略）
安倍　宏行　（IIR23期、IIR OBOG会副会長）（あべ ひろゆき、1955年- ）　
ジャーナリスト、危機管理コンサルタント。株式会社安倍宏行代表取締役、ウェブメディア Japan In-depth編集長。総理官邸担当記者、ニューヨーク支局長などを経て解説委員。『ニュースJAPAN』メインキャスター、BSフジ『プライムニュース』解説キャスターなどを務める。元慶應義塾大学メディア・コミュニケーション研究所非常勤講師。成城大学非常勤講師。
著書：「絶望のテレビ報道」（PHP出版）2014年
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